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当院においてT細胞誘導療法を受けられた方およびそのご家族の方

へ

一「悪性リンパ腫と多発性骨髄腫に対するT細胞誘導療法の有効性と安全性の検討」へご

協力のお願い－

研究機関名およびその長の氏名：高知医療センター病院長小野憲昭

研究責任者：高知医療センター血液内科・輸血科今井利

1)研究の背景および目的

T細胞誘導療法には、キメラ抗原受容体T (CAR-T)細胞療法と二重特異性抗体療法(BsAb)があり、ど

ちらも再発難治性のびまん性大細胞型B細胞リンパ腫(DLBCL)、濾胞性リンパ腫(FL)並びに多発性骨髄

腫（Ⅷ）患者さんに対する標準治療です。この研究では、これらの患者さんを対象に、 T細胞誘導療法の

実際の臨床現場でのデータを集めて、実際の現場での効果や、また感染症などの有害事象の発症率とその

内容について分析して、実際の現場でどのような効果が望めるのかを検証することを目的としています。

この研究によって、 CAR-T細胞療法とBsAbの特徴が明らかとなれば、 2つの治療により適した患者さんを

選択し、 さらに治療法の適切な選択が可能となると思われます。

2）研究対象者

2019年1月1日～2025年12月31日の間に岡山大学病院および共同研究機関でB細胞性リンパ腫と多発

性骨髄腫に対してCAR-T細胞療法を受けられた方150名、 BsAbの治療を受けられた方150名を研究対象と

します。高知医療センター血液内科・輸血科においてはBsAb療法を受けられた方、約20名を研究対象と

します。

3）研究期間

研究機関の長の許可日～2030年12月31日

情報の利用または提供開始予定日 ：研究機関の長の許可日から1週間後

4）研究方法

当院においてBsAb療法を受けられた方で、研究者が診療情報をもとに血液検査や診断名などのデータを

選び、有効性や有害事象に関する分析を行い、 BsAb療法の実際の現場での状態を調べます。

5）使用する情報

この研究に使用する情報として、カルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが、氏名、生年

月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し使用します。また、あなたの情報などが漏洩しないよう

プライバシーの保護には細心の注意を払います。

年齢、性別、診断日、再発日、最終転帰確認日、最良治療効果判定、全治療効果判定、再発時の所見、治

療開始前のリンパ腫・多発性骨髄腫の性質や広がり、血液・尿検査、画像検査、病理検査結果、細胞遺伝

学的検査、微生物検査、髄液検査、治療内容、有害事象、治療経過など
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